
                        

 第 １ １ － ０ ２ ３ 号 

ANANE WS 
２０１１年１月３１日 

平成２３年３月期 第３四半期決算について 
 

ＡＮＡグループは、本日１月３１日（月）、平成２３年３月期 第３四半期決算を取りまとめました。 

詳細は別添の「平成２３年３月期 第３四半期決算短信」をご参照ください。 
 
１．平成２３年３月期 第３四半期の連結業績 
（１）連結経営成績（連結子会社６４社、持分法適用非連結子会社５社、持分法適用関連会社２０社） 
①概況 
・ 堅調な需要推移により、世界的な景気後退の影響を受けた前年同期と比較して、航空運送
事業で大幅な増収となりました。 
・ 一方で、昨今のわが国経済は足踏み状態となっており、原油価格の高騰や海外景気の下振
れ懸念、為替レートの変動等もあり、先行きは不透明な状態となっております。 

・ 首都圏空港の発着枠増加よる事業規模拡大に伴って、生産連動費用や航空機材費は増加し
ましたが、「ＡＮＡグループ２０１０－１１年度経営戦略」に基づいたコスト構造改革を着実に実

行し、グループ全体で営業費用の抑制に努めました。 

これらの結果、当期の連結経営成績は、営業収入が１０，３９１億円、営業利益が７７７億円、経常

利益は５８３億円、四半期純利益は３７５億円と大幅な増収増益となりました。 
            

単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成２３年３月期 
第３四半期累計期間 

平成２２年３月期 
第３四半期累計期間 増減 増減率(%)※１ 

営 業 収 入 １０，３９１ ９，２３７ １，１５３ １２．５ 
営 業 費 用 ９，６１４ ９，６１５ ▲   １ ▲０．０ 
営 業 損 益   ７７７ ▲  ３７８   １，１５５ ―― 
営 業 外 損 益 ▲ １９３ ▲  １９８    ４ ―― 
経 常 損 益   ５８３ ▲  ５７６   １，１５９ ―― 
特 別 損 益     ２６    ▲    ３ ２９ ―― 

四半期純利益または純損失  ３７５ ▲  ３５１  ７２７ ―― 
※１ 前年同期との比較による増減率を示しています。 

単位：億円（単位未満は切り捨て）   
平成２３年３月期 
第３四半期累計期間 

 〔参考〕平成２２年３月期 
第３四半期累計期間 増減 

【セグメント情報】 
売上高 営業損益※２  売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航空運送事業 ９，３０７ ７０２  ８，１６３ ▲３９９ １，１４３ １，１０１ 
旅 行 事 業 １，２４８ ３２  １，２６９ ▲  ２ ▲２０ ３４ 
そ の 他 １，０４４ ４０  １，０３３   ２１ １１ １８ 

※２ 各事業における営業損益はセグメント利益に該当します。 
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 ②国内線旅客事業 
・ ビジネス需要、プレジャー需要ともに堅調に推移し、旅客数は前年同期実績を上回りました。 
・ 「乗継特割」の新規路線設定、羽田空港第２ターミナル拡張に伴うラウンジの新設等、需要喚   
起とサービスの強化に努めました。 
・ 年末等の需要が旺盛な時期には、臨時便の設定や機材の大型化を行う等、引き続き需給適  
合を推進しました。 

結果として、国内線旅客収入は前期比４．７％増の２２４億円の増収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 平成２３年３月期 
第３四半期累計期間 

平成２２年３月期 
第３四半期累計期間 増減 増減率(%)) 

売上高（億円） ５，０３０ ４，８０５   ２２４ ４．７ 
旅客数（千人） ３１，５５３ ３０，１９０ １，３６２ ４．５ 
座席キロ（百万座席キロ） ４２，７８９ ４３，５８９ ▲７９９ ▲ １．８ 
旅客キロ（百万人キロ） ２７，９４９ ２６，７５９ １，１９０ ４．４ 
利用率（％） ６５．３ ６１．４   ３．９ ――― 

 
 

 
③国際線旅客事業  
・ １１月以降に尖閣諸島問題の影響により、中国線の観光需要が落ち込んだものの、羽田空港
国際化に合わせた新規就航および増便の効果の他、ビジネス需要の顕著な回復とプレジャ

ー需要の堅調な推移により、旅客数は前年同期実績を上回りました。 
・ 羽田空港国際化に伴い、羽田空港からの国際線ネットワークを拡充して利便性の向上を図る  
とともに、国際線定期便就航記念キャンペーン等を実施し、首都圏発に加えて地方発の需要

喚起策が奏功しました。 
・ 中国・アジア・ヨーロッパで展開するＡＮＡホームページにおいて、各国通貨にて航空券を予約
購入できる機能を導入、１０月より成田＝ロンドン線に新プロダクト搭載機材（ボーイング７７７

－３００ＥＲ）を導入し、競争力強化と訪日需要の獲得に努めました。 

結果として、国際線旅客収入は前年同期比３７．３％増の５８４億円の増収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 平成２３年３月期 
第３四半期累計期間 

平成２２年３月期 
第３四半期累計期間 増減 増減率(%) 

売上高（億円） ２，１５０ １，５６５ ５８４ ３７．３ 
旅客数（千人） ３，９０６ ３，４１１ ４９５ １４．５ 
座席キロ（百万座席キロ） ２１，６８８ ２０，１３１ １，５５６ ７．７ 
旅客キロ（百万人キロ） １６，８８３ １５，０１６ １，８６７ １２．４ 
利用率（％） ７７．８ ７４．６ ３．３ ――― 
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④貨物事業 
・ 国内線は、国際線への接続貨物が伸びており、輸送重量の底上げに寄与しましたが、機材小
型化の影響もあり、輸送重量は前年同期実績を下回りました。 
・ 国際線は、液晶・半導体関連部材の荷動きが活発なアジア域内路線、自動車部品を中心とし
た日本発北米路線の需要が好調に推移し、輸送重量は前年同期実績を上回りました。 

  
結果として、国内線貨物収入は前年並み、国際線貨物収入は前年同期比６６．７％増の２６０億

円の増収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物事業】 平成２３年３月期 
第３四半期累計期間 

平成２２年３月期 
第３四半期累計期間 増減 増減率(%) 

売上高（億円） ２４５ ２４４   １ ０．８ 
輸送重量（千トン） ３４６ ３５２ ▲  ６ ▲ １．９ 

国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ３４３ ３４８ ▲  ４ ▲ １．４ 
売上高（億円） ６５０ ３９０ ２６０ ６６．７ 
輸送重量（千トン） ４２５ ３０３  １２１ ４０．１ 

国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） １，５６０ １，２６７  ２９２ ２３．１ 
 
 
 
（２）連結財政状態 
・ 資産の部では、譲渡性預金など手元資金が増加するとともに、航空機を受領したこと等に 
より、流動資産と固定資産がそれぞれ増加しました。 
・  有利子負債は、社債の発行や新規の借入により、７３３億円増加しました。 
・ 自己資本は３２６億円増加の５，０６２億円、自己資本比率は２５．０％となりました。 

（自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２３年３月期 
第３四半期累計期間 平成２２年３月期 増減 

総資産（億円）       ２０，２５３     １８，５９０ １，６６２ 
自己資本（億円）  （注１）        ５，０６２      ４，７３５ ３２６ 
自己資本比率（％）          ２５．０        ２５．５ ▲  ０．５ 
有利子負債残高（億円） （注２）       １０，１５０      ９，４１６ ７３３ 
Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３）           ２．０         ２．０   ０．０ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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（３）連結キャッシュ・フローなどの状況 
・ 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益に、減価償却費や税金  
などを調整の結果、１，８２４億円の収入となりました。 
・  投資活動によるキャッシュ・フローは、航空機を中心に投資を行った結果、１，７３７億円の
支出となりました。 
・  財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済を進める一方、社債の発行、新規の借  
入により資金調達を行った結果、６６５億円の収入となりました。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２３年３月期 
第３四半期累計期間 

平成２２年３月期 
第３四半期累計期間 

営業活動によるキャッシュ・フロー １，８２４ ８３０ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲１，７３７ ▲３，０４０ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ６６５ １，８２３ 

現金および現金同等物期末残高  ２，２３１ １，０４６ 

減価償却費 ８７６ ８４２ 

 
 
２．通期の見通し 
 
・ わが国経済は、緩やかに回復しているものの、改善の動きは足踏み状態となっており、原油 
価格の高騰や海外景気の下振れ懸念、為替レートの変動等もあり、先行きは不透明な状況と

なっております。 
・ 第４四半期は、航空他社や新幹線等の他交通機関との競合は厳しさを増すものの、引き続き

需給適合を行いながら競争力強化、需要喚起等に努めてまいります。また、年度当初から取

り組んでいる「ＡＮＡグループ２０１０－１１年度経営戦略」によるコスト構造改革を着実に推進

し、費用抑制に取り組んでまいります。 

当社グループを取り巻く環境は依然不透明なため、昨年１０月２９日に発表いたしました業績

予想を据え置いております。 
なお、配当につきましては、当初の予定通り１株につき年間１円を予定しております。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２３年３月期見通し】 予想 
（第２四半期決算修正発表値） 

前年実績 
（平成２２年３月期） 増減 

営 業 収 入  １３，７７０  １２，２８３ １，４８６ 
営 業 利 益     ７００   ▲５４２  １，２４２ 
経 常 利 益     ３７０   ▲８６３ １，２３３ 
当 期 純 利 益      ６０   ▲５７３ ６３３ 

 

以 上 


